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研究成果の概要（和文）：本研究は，高齢者の多くが直面する重大な意思決定場面（治療選択等）においてみら
れる高齢者の意思決定バイアスの特徴を明らかにし，高齢者に適した意思決定の支援方法を明確にすることを目
的とした。
　一連の実験の結果，高齢期の意思決定バイアスの特徴として，ネガティブな情報よりもポジティブな情報を重
視すること，将来の利益よりも，現在の利益を重視すること，これら無意識的・自動的に生じる認知バイアスを
意図的に調整することが難しいことが示されました。一方で，高齢者はポジティブな情報を重視し，若年者のよ
うにネガティブな情報の影響を受けることが少ないため，損失回避による非合理な選択は減少することも示され
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the characteristics of 
decision-making biases in elderly people and to find methods of decision-making support that are 
suitable for elderly people. 
We conducted research on age-based changes in cognitive biases (such as framing, anchoring effects, 
sunk-cost fallacy, and so on) in daily decision making in the elderly, as well as satisfaction and 
regret about choices (e.g., surrogated decision making among the families of dementia patients.). 
These research showed that the decision of the elderly adults is not necessarily inferior to the 
young adults. For example, elderly adults make decisions that emphasize positive information. 
Therefore, the tendency of loss aversion is smaller than younger adults, which leads to rational 
judgment of elderly adults. 
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１．研究開始当初の背景 
日本は世界に類をみない高齢化を経験し，現
在は 4人に1人が 65歳以上の高齢者であり，
75 歳以上人口は 1560 万人を超えた（総務省, 
2014）。さらに，世帯形態の変化により 65 歳
以上の高齢夫婦のみ世帯・高齢単身世帯は
1161 万世帯と全世帯の 23.2%を占めている
（厚生労働省, 2014）。このことは，人生にお
ける重大な決断（意思決定）を高齢者のみで
おこなう場面が格段に増えていることを意
味している。高齢期に特徴的な意思決定とし
ては，例えば，疾病罹患時の治療選択，自動
車免許返納の決断，老後資産の運用の決断，
を挙げることができる。このような意思決定
の結果は，本人だけでなく家族や周囲の人々
を巻き込み，かつ，一度決断してしまえば，
やり直すことができないため，慎重な判断が
求められる。 
 
２．研究の目的 
 私たちは，進学，就職，結婚など人生を左
右する様々な意思決定をおこなう。それは高
齢期においても例外ではない。認知機能が低
下し確率的，分析的な判断能力が低下する高
齢期では重要な意思決定場面で不適切な判
断をしてしまうリスクが特に高まる。また，
加齢にともない身体的・心理的健康が損なわ
れ，自立した生活が困難な状況となっても生
活の質（QOL）を維持するには，個人的なこ
とがらを自己決定（意思決定）できる「自律」
が必要不可欠である。本研究は，高齢者の多
くが直面する重大な意思決定場面（治療選択
等）においてみられる高齢者の意思決定バイ
アスの特徴を明らかにし，高齢者に適した意
思決定の支援方法を明確にする。最終的には，
高齢期の自律を目標とした「選び方を選ぶ」
生涯学習プログラムを開発と展開を目指す。 
 
３．研究の方法 
目的 1 高齢期に特徴的な意思決定バイアス
の解明：先行研究からから予測される高齢期
の特徴的な意思決定バイアス（合理的な意思
決定を妨げる選択の偏り）が，日常場面を想
定した意思決定においてみられるか検証す
る。また、高齢期に遭遇する可能性の高い意
思決定場面を 3 パターン（免許返納・延命治
療・老後資産運用）設定することで，検討す
るバイアスが場面にかかわらない一貫性の
高いものか，場面の条件に特化したものかを
検討する。 
目的 2 意思決定バイアスを考慮した意思決
定支援方法についての実験的検討：目的１で
明らかになった，高齢期に特徴的なバイアス
を補完する方略の有効性について検討する。
若年者を対象とした先行研究により，選択の
仕方（決定方略）や他者からの助言が適切な
意思決定に重要であることが指摘されてい
る（e.g., Reeshad, 2010; Dieckmann et al., 2007）。
目的 2 では，選択時に使用する方略（選択肢
の全ての特徴を考慮，必要な情報のみを考慮

等）とアドバイスの利用の 2 点に着目し，理
論的に適切な意思決定支援が，高齢者にとっ
て有効であるかを実験的に検討する。 
 
４．研究成果 
高齢期の意思決定バイアスの特徴：高齢期の
意思決定バイアスの特徴を検討するために，
アンカリング効果，フレーミング効果，損失
回避時間選好に着目し，これらのバイアスが
加齢に伴いどのように変化するのかを検討
した。  
1. アンカリング効果とは，ある対象の数値

を推定する際に，その前に提示された数
(アンカー)を基準にしてしまう現象であ
る。本研究では，1)年齢によってアンカ
リング効果の強さは異なるのか，2)アン
カリング効果の抑制に年齢の影響はみら
れるのか，を検証することを目的とした。
高齢者 40 名，若年者 40 名を対象とし実
験をおこなった。実験の結果，高齢者は
若年者よりもアンカリング効果が強くみ
られること，さらに，高齢者はアンカリ
ング効果についての説明と注意がなされ
ても，アンカリング効果を抑制できない
ことが明らかとなった。 

2. フレーミング効果とは，客観的には全く
同じ内容を伝える言葉であっても，メッ
セージの示し方によって行動選択が大き
く変わる現象のことをいう。本研究では，
健康行動を促すパンフレットを使用し，
健康行動への関心や動機付けにおけるフ
レーミング効果に年齢が及ぼす影響を検
討することを目的とし，20 歳代から 70
歳代までの男女計 124 名を対象とし実験
を行った。実験の結果，健康行動への動
機付けへのフレーミング効果に年齢の影
響はみられなかった。一方で，高齢者は
若年者とは異なり，ネガティブなフレー
ムで表記された内容よりもポジティブな
フレームで表記された内容をよく記憶し
ていた。この結果は，高齢期においてみ
られる意思決定バイアスは与えられた情
報の感情価の影響をうけ，若年者とは質
的に異なる意思決定バイアスを示す可能
性があることを示唆している。 

3. 得よりも損失を過大評価してしまい，よ
り損失の小さい選択肢が選ばれる傾向が
ある。これを損失回避という(Kahneman 
& Tversky, 1991)。本研究では，加齢が損
失回避に及ぼす影響を検討することを目
的とした。大学生 40 名，高齢者 40 名を
対象とした心理実験を実施した結果，損
失回避回数に年齢群間の差はみられなか
った。また，損失回避と認知機能には関
連性がみられず，認知機能の低下が損失
回避に影響しないことが示唆された。  

4. 時間選好について若年者と大学生の比較
をおこなった。時間選好とは，すぐに得
ることができる結果と将来に得ることが
できる結果を比較して選択を行う際に，



将来に得られる結果の価値を割り引いて
考えてしまう現象である。高齢者 40 名，
若年者 40 名を対象とした実験の結果，高
齢者は先にある大きな利益よりも，すぐ
に獲得できる小さな利益を選択し、損失
に関しては先延ばしにすることで目先の
小さな損を避け，将来に大きな損失を残
す選択をする傾向にあることが示された。  

 これらの結果をまとめると，高齢期の意思
決定バイアスの特徴として，ネガティブな情
報よりもポジティブな情報を重視すること，
将来の利益よりも，現在の利益を重視するこ
と，これら無意識的・自動的に生じる認知バ
イアスを個人の努力で調整することが難し
いことが示された。 
 
意思決定バイアスを考慮した意思決定支援
方法：高齢期を幸福にすごすため（サクセス
フル・エイジング）に重要な要因として後悔
が着目されている。後悔とは，選択した行動
とは別の行動を選択していれば，よりよい結
果が得られたことを知ったときに生じるネ
ガティブな感情である(Zeelenberg et al., 1998)。  
4. 後悔感情の生起に加齢が及ぼす影響を検

討するために，大学生 40 名，高齢者 40
名を対象とした心理実験を実施した。そ
の結果，高齢者よりも若年者のほうが強
い後悔を示した。また，選択に制限時間
を設定した条件では，若年者において情
報処理速度と後悔に正の相関，高齢者で
は処理速度と後悔に負の相関がみられた。
この結果が得られた理由として，処理速
度が速い若年者は，様々な選択肢を検討
することができ，反実仮想が想起しやす
く後悔をしたと考えられた。一方，処理
速度が低下した高齢者は時間に迫られて
適切な選択ができなかったことに対して
後悔をしたと考えられる。 

5. 日常生活場面での高齢期の意思決定とし
て認知症患者の家族の代理意思決定に着
目し，家族の後悔についてインタビュー
調査 をおこなった。その結果，代理意思
決定場面で後悔を引き起こしやすい特徴
として下記の点が示された。 
・長期介護の中で，複数回意思決定のタ
イミングがあり， 
・考慮すべき要因の変化に伴い最適な結
論が変わる 
 また，後悔しない選択において重要な
点は以下の 5 点にまとめられた。 
・一人で抱え込まない  
・決めることから逃げない 
・患者と家族の両方を主役と考える 
・多様な視点から論理的に考える 
・その時の最善の決め方をしたことを確
認する 

 
6. 道徳的ジレンマ状況における人間の判断

に人工知能の判断が及ぼす影響:トロッ
コ問題・歩道橋問題に代表される道徳的

ジレンマ状況における人々の判断が 人
工知能の判断の影響を受けるのかを明ら
かにすることを目的とした。20 歳から 79
歳までの 936 名を対象とし検討した結果，
トロッコ問題において自分の判断が人工
知能の判断の影響を受けることが示され
た。また，功利主義的な判断を評価する
人ほど人工知能の判断の影響を受けやす
いという結果が得られた。 
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